
 様式 

 

 

 

校種・学年 中学校・全学年 教科等 学級活動 

活用場面 各学年における振り返りとして行う。 

 

１ 事例の概要 

・年度はじめに目標や「なりたい自分」を意識させ、年度末にその目標や「なりたい自分」にど

れだけ近づけたのか、努力できたのかを考えさせる。また、どの様式でも担任の先生と保護者か

らのコメント記入欄を設け、個々の成長を見守れるようにしている。 

 

（例１）中学１年〔年度はじめ〕 「自分をみつめてみましょう」 

 年度はじめに「１．好きなこと、２．自己ＰＲ、３．将来の夢、４．どんな自分になりたいか、

５．どんな学年にしたいか、を記入する。 

 特に、「４．どんな自分になりたいか」では、学習・生活・家庭や地域・習い事や好きなこと

など、についてできる限り具体的な表現を用いて記入している。また、なりたい自分を実現す

るために必要となる「身に付けたいこと」にも目を向けさせ、目標達成のためのプロセスを自

分で考えられるようにしている。 

 

（例２）中学２年〔年度末〕 「１年間をふりかってみましょう」 

 年度はじめの「自分をみつめてみましょう」と比較し、「１．なりたい自分に近づけたこと、

２．なりたい自分に近づけたきっかけの行事やできごとと理由、３．２年生としてがんばった

こと・学年のためにがんばったこと、４．３年生になる自分への応援メッセージ、５．３０歳

のときになりたい自分像」を記入する。 

 

（例３）中学１～３年〔年度末〕 「１年間をふりかえりましょう」 

 年度末に、「自分の気持ちや行動」について４点満点で評価して記入する。また、各学年での

振り返りを前年度や前々年度と比較して確認できるようにグラフでまとめている。 

 

                                                                                        

２ 活用の利点 

・１年間または３年間を見通した内容により、生徒の変容を教員が把握しやすく、個々の状況に

応じた指導・支援を計画的に行うことができる。 

・教員からのコメントにより、適切に自己を見つめ直すことができ、生徒自身の自己肯定感を高

めることができる。 

・保護者からのコメントを求めることで、学校での取組や生徒の頑張りや変容を見守ってもらい、

キャリア学習の通信票となっている。 

・３年間を見通した系統的なプリントを活用することで、前年度や前々年度に考えていたことを

見つめ直す機会となり、生徒が自分自身の変容を把握しやすくなっている。 

 

キャリア・パスポート活用例 
～学年のキャリア学習の振り返り～ 
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